
国
の
補
正
予
算
は
、
重
点
支
援

地
方
交
付
金
と
し
て
、
低
所
得
世

帯
支
援
枠
５
０
０
０
億
円
が
計
上

さ
れ
、
「
低
所
得
世
帯
の
食
料
品

や
エ
ネ
ル
ギ
ー
関
係
等
の
消
費
支

出
に
対
す
る
物
価
高
の
影
響
の
う

ち
賃
上
げ
や
年
金
物
価
ス
ラ
イ
ド

等
で
賄
い
き
れ
な
い
部
分
を
概
ね

カ
バ
ー
で
き
る
水
準
と
し
て
、
住

民
税
非
課
税
世
帯
一
世
帯
当
た
り

３
万
円
を
目
安
と
し
て
給
付
。
住

民
税
非
課
税
世
帯
の
う
ち
、
子
育

て
世
帯
に
つ
い
て
は
世
帯
人
数
が

多
い
こ
と
を
考
慮
し
て
、
子
ど
も

一
人
当
た
り
２
万
円
を
加
算
措
置
」

と
し
て
い
ま
す
（
稲
沢
市
の
支
援

事
業
は
裏
面
に
掲
載
し
ま
す
）
。

非
課
税
世
帯
へ
の
支
援
自
体
に

反
対
す
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん

が
、
そ
も
そ
も
国
の
補
正
予
算
に

は
、
大
き
な
問
題
点
が
あ
り
ま
す

（
右
下
の
囲
み
記
事
を
参
照
）
。

昨
年
8
月
政
府
と
国
会
に
対
し

て
、
人
事
院
に
よ
る
国
家
公
務
員

の
給
与
に
関
す
る
勧
告
・
報
告
が

行
わ
れ
、
地
方
公
務
員
に
つ
い
て

も
、
こ
れ
に
沿
っ
て
給
与
改
定
等

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
具
体
的
に
は
、

国
家
公
務
員
の
給
与
改
定
は
、
官

民
較
差
に
も
と
づ
い
て
、
月
例
給

は
２
・
７
６
％
（
1
万
１
１
８
３

円
）
、
一
時
金
は
０
・
１
カ
月
分

の
改
善
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

会
計
年
度
任
用
職
員
の
給
与
に
つ

い
て
は
、
「
改
定
の
実
施
時
期
を

含
め
、
常
勤
職
員
の
給
与
の
改
定

に
係
る
取
扱
い
に
準
じ
て
改
定
す

る
こ
と
を
基
本
と
し
、
適
切
に
対

処
す
る
こ
と
」
と
、
総
務
省
か
ら

の
通
知
が
出
さ
れ
、
稲
沢
市
も
稲

沢
市
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例

改
正
・
補
正
予
算
が
提
案
さ
れ
ま

し
た
。

と
り
わ
け
、
会
計
年
度
任
用
職

員
に
つ
い
て
、
一
般
職
員
と
同
様

に
４
月
に
さ
か
の
ぼ
っ
た
給
与
改

定
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
一
昨
年
の

会
計
年
度
任
用
職
員
の
給
与
改
定

を
常
勤
職
員
と
同
様
の
改
定
を
行

わ
な
か
っ
た
自
治
体
が
全
国
約
４

割
に
上
っ
て
い
た
こ
と
か
ら
す
れ

ば
、
今
回
の
稲
沢
市
の
会
計
年
度

任
用
職
員
の
給
与
改
定
は
賛
成
す

る
も
の
で
す
。

し
か
し
、
市
議
会
議
員
や
特
別

職
の
市
長
の
報
酬
並
び
に
給
与
の

改
定
に
つ
い
て
は
、
単
純
に
国
に

お
け
る
特
別
職
の
給
与
改
定
に
準

ず
る
と
す
る
の
み
で
は
、
市
民
の

同
意
が
到
底
得
ら
れ
ま
せ
ん
。

稲
沢
市
職
員
等
の
給
与
改
定
は

必
要
で
す
。
だ
か
ら
と
言
っ
て
、

市
議
会
議
員
や
市
長
の
期
末
手
当

増
額
は
別
で
す
。
具
体
的
に
は
、

市
議
会
議
員
、
市
長
の
期
末
手
当

を
０
・
０
５
カ
月
引
上
げ
年
間
支

給
率
３
・
４
５
カ
月
と
し
て
い
ま

す
が
、
こ
れ
が
妥
当
な
の
か
ど
う

か
何
ら
検
証
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

よ
り
慎
重
に
、
か
つ
市
民
の
理
解

が
必
要
で
す
。

日
本
共
産
党
と
し
て
、
議
員
報

酬
や
市
長
の
給
与
等
が
低
け
れ
ば

低
い
ほ
ど
よ
い
と
い
う
立
場
で
は

あ
り
ま
せ
ん
が
、
市
民
が
納
得
で

き
る
も
の
で
な
く
て
は
な
り
ま
せ

ん
。
基
準
を
曖
昧
に
し
た
ま
ま
で

の
引
上
げ
は
、
結
局
市
民
か
ら
す

る
と
「
お
手
盛
り
」

と
の
批
判
を
受
け
ざ

る
を
得
ず
、
市
長
・

議
員
の
手
当
て
改
正

を
含
む
補
正
予
算
に

反
対
し
ま
し
た
。
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稲
沢
市
議
会
１
月
臨
時
会
が
１
月
３
１
日
開
か
れ
ま
し
た
。
国
の

補
正
予
算
が
成
立
し
た
こ
と
に
伴
い
、
物
価
高
騰
に
対
応
す
る
と
し

て
、
住
民
税
非
課
税
世
帯
へ
の
臨
時
特
別
支
援
事
業
、
一
世
帯
当
た

り
３
万
円
、
１
８
歳
ま
で
の
子
ど
も
一
人
当
た
り
２
万
円
の
支
給
が

決
ま
り
ま
し
た
。
ま
た
、
市
職
員
な
ど
の
給
与
改
定
も
行
わ
れ
ま
し

た
。
市
長
・
議
員
の
手
当
増
の
補
正
予
算
に
は
反
対
し
ま
し
た
。

会
計
年
度
任
用
職
員
も

４
月
遡
及
で
給
与
改
定

非
課
税
世
帯
３
万
円
、
子
ど
も
２
万
円
を
支
給

市
職
員
や
市
長
・
議
員
の
給
与
改
定
も
成
立

稲沢市議会１月臨時会

国
の
補
正
予
算
に
は
、
８
２
６
８
億
円

も
の
軍
事
費
が
計
上
さ
れ
、
能
登
地
域
の

復
旧
・
復
興
費
の
３
倍
以
上
の
額
で
す
。

当
初
予
算
と
合
わ
せ
９
兆
円
に
及
ぶ
軍
事

費
に
よ
っ
て
憲
法
や
く
ら
し
を
破
壊
す
る

大
軍
拡
を
推
進
す
る
こ
と
は
容
認
で
き
な

い
と
、
日
本
共
産
党
の
大
門
実
紀
史
参
院

議
員
が
反
対
討
論
を
行
い
ま
し
た
。

半
導
体
メ
ー
カ
ー
の
ラ
ピ
ダ
ス
に
１
兆

円
の
資
金
を
投
入
し
よ
う
と
し
て
い
る
こ

と
に
つ
い
て
、
「
政
府
が
国
民
の
税
金
で

特
定
企
業
を
支
援
す
る
の
は
産
業
政
策
と

し
て
間
違
い
だ
」
と
批
判
。
能
登
地
域
へ

の
支
援
も
不
十
分
だ
と
指
摘
し
、
医
療
費

や
保
険
料
の
全
額
国
費
に
よ
る
減
免
措
置

な
ど
、
被
災
者
へ
の
負
担
が
生
じ
な
い
十

分
な
支
援
を
求
め
ま
し
た
。

大
門
氏
は
、
物
価
高
騰
か
ら
暮
ら
し
を

守
る
支
援
策
と
し
て
「
最
も
効
果
が
あ
る

の
は
消
費
税
５
％
へ
の
減
税
だ
」
と
強
調
。

ケ
ア
労
働
者
の
現
場
で
は
、
低
賃
金
や
長

時
間
労
働
な
ど
を
苦
に
し
た
離
職
が
相
次

い
で
い
る
と
指
摘
。
訪
問
介
護
の
基
本
報

酬
引
き
下
げ
で
事
業
者
の
倒
産
が
過
去
最

多
に
な
っ
て
い
る
こ
と
に
ふ
れ
、
減
額
分

の
補
て
ん
措
置
や
国
庫
負
担
増
な
ど
を
求

め
ま
し
た
。

学
生
や
国
民
の
多
く
が
重
い
教
育
負
担

に
苦
し
む
も
と
で
、
「
学
費
値
上
げ
ラ
ッ

シ
ュ
」
が
起
き
よ
う
と
し
て
い
る
と
指
摘

し
、
政
治
の
責
任
で
学
費
無
償
化
に
真
剣

に
取
り
組
む
べ
き
だ
と
強
調
。
「
１
０
３

万
円
の
壁
」
な
ど
課
税
最
低
限
を
含
む
税

の
問
題
に
つ
い
て
、
「
生
計
費
非
課
税
の

原
則
に
立
ち
戻
り
、
課
税
最
低
限
の
大
幅

な
引
き
上
げ
を
行
う
べ
き
だ
」
と
訴
え
ま

し
た
。
（1

2
/
1
8

付
し
ん
ぶ
ん
赤
旗
よ
り

一
部
修
正
・
省
略
し
て
掲
載
）

国
の
補
正
予
算

参
院
で
大
門
議
員
が
反
対

市
長
・
議
員
の
期
末
手
当

市
民
の
納
得
得
ら
れ
な
い

埼
玉
県
八
潮
市
で
の
道
路
陥
没
事
故

の
報
道
を
受
け
、
稲
沢
市
の
水
道
・
下

水
道
に
つ
い
て
、
経
済
建
設
委
員
会
で

の
市
の
回
答
は
次
の
通
り
で
す
。

【
水
道
】
漏
水
を
少
し
で
も
早
く
発
見

す
る
こ
と
が
必
要
。
市
内
四
つ
の
ブ
ロ
ッ

ク
に
分
け
て
、
音
を
聞
く
こ
と
で
点
検

を
し
て
い
く
。
今
年
度
は
祖
父
江
・
平

和
地
区
で
行
っ
た
。
修
復
す
べ
き
箇
所

が
見
つ
か
れ
ば
、
対
処
し
て
い
き
た
い
。

今
年
度
も
約
２
０
カ
所
で
修
繕
を
行
っ

た
。

【
下
水
道
】
Ｒ
４
年
度
に
制
定
し
た
ス

ト
ッ
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
計
画
に
よ
っ
て

点
検
を
し
て
い
く
。
法
定
基
準
の
腐
食

し
や
す
い
所
は
５
年
に
一
度
、
Ｈ
１
２

年
か
ら
供
用
開
始
し
た
陶
管
は
１
０
年

か
ら
１
５
年
に
一
度
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト

管
は
３
０
年
に
一
度
点
検
整
備
し
て
い

く
。
稲
沢
市
に
お
け
る
下
水
道
整
備
は
、

開
始
か
ら
２
５
年
た
っ
て
い
な
い
。
今

の
と
こ
ろ
老
朽
化
は
な
い
。

（
市
の
回
答
は
、
発
行
者
の
責
任
で
ま

と
め
た
も
の
で
す
）

水
道
・
下
水
管
の
点
検


